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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
宣
言
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
た
が
、
収
束
の
き
ざ

し
は
依
然
見
え
な
い
。
世
界
的
に
社
会
経
済
活
動
の
停
滞
が
続
く
な

か
、
行
動
規
制
を
緩
和
し
て
人
々
の
移
動
や
消
費
を
促
そ
う
と
い
う

声
は
根
強
い
も
の
の
、
感
染
再
拡
大
へ
の
懸
念
は
拭
い
切
れ
な
い
。

　

行
動
規
制
の
緩
和
に
寄
与
す
る
と
し
て
期
待
を
集
め
て
い
る
の
が

ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
末
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
進
め

て
き
た
欧
米
で
は
、
今
年
二
月
以
降
、
新
規
感
染
者
が
顕
著
に
減
少

し
た
た
め
、
日
常
生
活
の
制
約
が
緩
め
ら
れ
、
海
外
渡
航
や
大
型
イ

ベ
ン
ト
の
解
禁
も
日
程
に
上
っ
た
。そ
の
後
、変
異
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
感
染
の
再
拡
大
が
生
じ
て
い
る
が
、
都
市
全
体
を
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

す
る
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
厳
し
い
規
制
を
課
す
こ
と
は
せ
ず
、
代
わ

り
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
限
定
し
て
規
制
を
免
除
す
る
手
法
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
履
歴
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

結
果
等
を
記
録
・
証
明
す
る
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
欧
米
に
比
し
て
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
が
遅
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
接
種
履
歴
等
の
活
用
を
め
ぐ
る
論
議
は
こ
れ
ま
で
低
調
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
夏
か
ら
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
独
自
の
ワ
ク

チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が
本
格
運
用
さ
れ
、
日
本
人
に
も
こ
の
種
の
証
明

が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
強
ま
っ
た
た
め
、
七
月
下
旬
、
政
府
は
紙

ベ
ー
ス
の
日
本
版
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
に
踏
み
切
っ
た
。

さ
ら
に
、
接
種
履
歴
等
を
国
内
の
行
動
規
制
の
緩
和
要
件
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。

日
本
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員

高
坂
晶
子

個
人
の
感
染
リ
ス
ク
抑
制
を
電
子
的
に
証
明
す
る

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が
、
社
会
・
経
済
活
動
の

再
開
を
促
す
手
段
と
し
て
、
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

だ
が
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
の
デ
ー
タ
化
の
国
際
標
準
は
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
ど
う
す
べ
き
か
。
課
題
は
多
い
。

こ
う
さ
か　

あ
き
こ　
一
九
八
九
年
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
満

期
取
得
退
学
、
九
〇
年
日
本
総
合
研
究
所
入

社
。
専
門
は
地
方
自
治
・
分
権
、
地
域
創
生
。

著
書
に
『
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム 

観
光
に
消

費
さ
れ
な
い
ま
ち
の
つ
く
り
方
』、
論
文
に「
観

光
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
向
け
て
」「
観
光

Ｄ
Ｘ
の
可
能
性
」「
持
続
可
能
な
地
域
創
生
に

向
け
た
外
国
人
住
民
施
策
に
つ
い
て
」
な
ど
。

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
可
能
性
と
課
題

—
—

変
異
株
感
染
拡
大
の
な
か
で
続
く
摸
索
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期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
普
及

　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は
、
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報

（personal�health�records

：
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）、
す
な
わ
ち
コ
ロ
ナ
の
罹

患
と
治
癒
の
経
緯
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
原
検
査
の
結
果
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
履
歴
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
搭
載
さ
れ
た

ア
プ
リ
上
で
記
録
・
証
明
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
用
い
る
こ

と
で
、
感
染
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
人
々
の
活
動
を

促
し
、
社
会
の
安
全
安
心
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
な
く
経
済
活
動
を

刺
激
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
遠
隔
地
間
の
移
動
や
外
出
・
外
食
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
制
限
を
緩
和
し
た
り
、
海
外
渡
航

の
解
禁
に
つ
な
が
る
た
め
、
交
通
・
飲
食
・
観
光
・
娯
楽
産
業
を
は

じ
め
と
し
て
多
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
黄
熱
病
の
予
防
接
種
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
癒

履
歴
な
ど
紙
ベ
ー
ス
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
は
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
に
は
従
来
と
は
異
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
国

内
利
用
と
国
際
利
用
を
比
較
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
例
え
ば
、
国

内
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
要
件
と
し
て
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
の
提
出

を
求
め
る
場
合
、
検
査
結
果
の
陰
性
証
明
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無

を
確
認
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
た
め
、
書
面
で
も
大
き
な
問
題
は
生
じ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
国
際
往
来
の
場
合
、
頻
繁
に
見
直
さ
れ
る
出
入

国
ル
ー
ル
と
渡
航
者
の
デ
ー
タ
を
照
合
し
、
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
例
に
と
る

と
、
接
種
の
時
期
や
回
数
、
実
施
医
療
機
関
の
ほ
か
、
渡
航
先
の
認

証
を
得
た
医
薬
品
で
あ
る
か
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
て
い
な
い
か
な
ど

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
紙
の
証
明
書
で
は
膨
大
な

手
間
と
時
間
を
要
す
る
の
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
場
合

は
、
出
入
国
ル
ー
ル
の
最
新
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
Ｐ
Ｈ
Ｒ
デ
ー
タ
を
照

合
す
る
こ
と
で
、
手
続
き
の
飛
躍
的
な
効
率
化
と
渡
航
者
の
負
担
軽

減
が
可
能
と
な
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
も
う
ひ
と
つ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
さ
も
あ
げ
ら
れ
る
。
紙
ベ
ー
ス
の
証
明
書
は
旅
券

と
は
別
途
発
行
さ
れ
る
た
め
、
偽
造
の
横
行
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
か

し
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
場
合
、
旅
券
番
号
や
顔
写
真
と
紐
づ

け
て
発
行
さ
れ
る
た
め
、
偽
造
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
効
果
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
発
行

　

次
頁
の
図
に
、
海
外
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み
事
例
を
示
す
。
開

発
・
導
入
の
担
い
手
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
業
界
団
体
、
広
域
行
政
体
、
国
や

自
治
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

開
発
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
民
間
組
織
で
あ
っ
た
。
コ
モ
ン
ズ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
イ
ス
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
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主
導
し
、
デ
ジ

タ
ル
証
明
ア
プ

リ
・
コ
モ
ン
パ
ス

（Com
m
onPass

）

の
開
発
に
は
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
や

セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
な
ど
世
界
的
企

業
も
多
数
参
画
し

て
い
る
。
ト
ラ
ベ

ル
パ
ス
を
主
導
す

る
国
際
航
空
運
送

協
会（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）

は
世
界
一
二
〇
ヵ

国
、
二
五
〇
以
上

の
航
空
会
社
が
加

盟
す
る
業
界
団
体

で
あ
る
。
い
ず
れ

も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
駆
使
し
た
迅

速
か
つ
安
全
な
国

境
往
来
を
目
指
し
て
二
〇
二
〇
年
半
ば
か
ら
開
発
に
着
手
し
、
秋
以

降
は
複
数
の
国
際
航
空
路
線
で
、
陰
性
証
明
を
用
い
た
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。

　

社
会
全
体
へ
の
実
装
を
主
導
し
た
の
は
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ

や
イ
タ
リ
ア
な
ど
南
欧
の
加
盟
国
は
観
光
を
経
済
の
柱
と
し
て
お

り
、
二
〇
年
秋
頃
か
ら
域
内
の
自
由
往
来
再
開
を
強
く
求
め
て
い

た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
年
三
月
に
Ｅ
Ｕ
委
員
会
が
関
連
法
案
を
公
表

し
、
閣
僚
理
事
会
と
Ｅ
Ｕ
議
会
の
討
議
を
経
て
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
の
制
度
化
が
決
ま
っ
た
。「
Ｅ
Ｕ
デ
ジ
タ
ル
コ
ロ
ナ
証
明（digital�

covid-19�certificate

）」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
制
度
は
、
七
月

か
ら
Ｅ
Ｕ
全
域
で
始
動
し
た
。詳
細
設
計
は
各
国
に
委
ね
ら
れ
る
が
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国
の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
認
証
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
内
の
自
由
往
来
が
可
能
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、
渡
航
先
の
空
港
や
駅
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
で
各
人
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
各
国
保
有
の
Ｐ
Ｈ
Ｒ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
・
確

認
し
、
入
国
時
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
自
主
隔
離
、
陰
性
証
明
の
提
出
を

免
除
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
連
邦
政
府
は
統
一
的
な
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
の
構
築
・
運
用
は
行
わ
ず
、
民
間
や
自
治
体
に
接
種
履
歴
等
の
活

用
を
委
ね
て
い
る
。
背
景
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
接
種
の
自
己
決

定
権
を
め
ぐ
る
政
治
路
線
の
対
立
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

図  海外のワクチンパスポートの例

   

（出典）各種報道資料等を基に日本総合研究所が作成    
（注1）世界経済フォーラムを母体に、米ロックフェラー財団の支援を受けて設立されたスイスのNPO  
（注2）IATA：国際航空運送協会、世界の民間航空会社260余が加盟する業界団体    

    

コモンパス 
コモンズ
プロジェクト
（注1）

実証実験

実証実験

PCR検査の陰性・ワクチン接種証明の真正性確認
検査結果が各国入国要件に適合しているかの検証
個人情報は１日で消去予定

トラベルパス IATA（注2）
パスポートによる本人確認と医療機関の検査結果の連携 
渡航先入国基準の確認 

デジタル
covid-19証明 EU

ワクチン接種、検査結果陰性、罹患後回復を証明  
域内移動時の自由な出入国と隔離免除 

実装
細部は各国判断 

グリーンパス イスラエル ワクチン2回接種後1週間で政府サイトから証明書交付 実装 
施設利用・イベント参加が可能に、接種率向上に寄与 国内利用中心 

エクセル
シオールパス

ニューヨーク州 ワクチン接種歴等をアプリに保存、QRコード表示 実装 
施設利用・イベント参加に必要、IBMが協力                 州内利用中心 

名称 推進主体 機能 利用状況
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の
取
り
扱
い
は
州
に
よ
り
差
異
が
大
き
い
。フ
ロ
リ
ダ
や
テ
キ
サ
ス
、

ア
ラ
バ
マ
な
ど
共
和
党
が
優
勢
な
州
で
は
、
行
政
機
関
が
接
種
履
歴

等
の
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
、
公
的
支
援
を
得
て
い
る
組
織
や
事

業
者
が
そ
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
他
方
、
民
主
党

優
位
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
、
飲
食
店
や
ジ
ム
の
利
用
、
舞
台
公

演
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
鑑
賞
に
際
し
て
州
独
自
の
エ
ク
セ
ル
シ

オ
ー
ル
パ
ス
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
国
内
利
用
は
中
東
地
域
で
も
一
般
化
し
て
い
る
。
早
く

か
ら
接
種
履
歴
等
の
活
用
を
進
め
て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
グ
リ
ー
ン

パ
ス
は
、
二
度
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
一
週
間
過
ぎ
た
人
は
、
誰

で
も
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け
で
取
得
で
き
、

飲
食
店
・
バ
ー
や
映
画
館
、
ジ
ム
な
ど
へ
の
自
由
な
出
入
り
に
利
用

で
き
る
。
こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
ワ
ク
チ
ン
に
懐
疑
的
な
若
年
層
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
接
種
率
の
向
上
に
寄
与
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

仕
様
共
通
化
と
国
際
連
携
が
カ
ギ

　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
問
題
点
の
う
ち
、
ま
ず
技
術
的
分
野
を

中
心
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

第
一
の
問
題
は
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
仕
様
や
利
用
環
境
が

多
様
な
こ
と
で
あ
る
。
今
年
四
月
の
時
点
で
、
世
界
に
は
約
四
〇
種

の
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
、
証
明
の
表
示
形

式
や
デ
ー
タ
の
保
存
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
各
国
の
出

入
国
基
準
や
関
連
ル
ー
ル
も
未
統
一
で
あ
る
う
え
、
頻
繁
に
変
更
さ

れ
る
た
め
最
新
版
の
把
握
は
容
易
で
な
い
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
が
自
由

往
来
を
認
め
る
の
は
、
欧
州
医
薬
品
庁
公
認
の
四
種
の
欧
米
製
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
者
で
あ
る
が
、
中
ロ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
を
受
け
る

東
欧
諸
国
に
配
慮
し
、
各
国
の
裁
量
で
公
認
ワ
ク
チ
ン
以
外
の
追
加

も
認
め
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
普
及
に
向
け
て
仕
様
の
共
通
化

と
相
互
連
携
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
共
通
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
準
拠
し

た
各
国
ル
ー
ル
の
公
表
と
最
新
情
報
を
集
約
し
た
サ
イ
ト
の
構
築
も

期
待
さ
れ
る
。
現
状
は
乱
立
状
態
で
あ
り
、
将
来
像
は
容
易
に
見
通

せ
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
複
数
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
電
子
商
取
引
サ
イ
ト
で
利
用
可
能
な
よ
う
に
、
複
数
の
証
明
形

式
に
対
応
し
た
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
航
空
会
社
や
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施

設
等
が
、
主
要
な
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
数
種
類
に
対
応
可
能
な
ア

プ
リ
を
開
発
し
、
搭
乗
や
入
場
手
続
き
に
際
し
て
選
択
可
能
と
す
る

こ
と
は
一
案
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
の
問
題
は
、個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
懸
念
で
あ
る
。
健
康
・

医
療
と
い
う
最
も
核
心
的
な
個
人
情
報
に
当
た
る
デ
ー
タ
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
航
空
事
業
者
や
出
入
国
機
関
に
委
ね
る
こ
と
へ
の
抵
抗
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感
は
小
さ
く
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
国
内
利
用
が
進
み
、

商
業
施
設
や
飲
食
店
等
で
も
開
示
が
求
め
ら
れ
る
状
況
下
で
は
な
お

さ
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
や
移
動
・
購
買
履
歴
が
、
行
動
規

制
の
免
除
と
い
う
本
来
の
目
的
以
外
に
流
用
さ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念

も
根
強
い
。こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー

ト
の
開
発
主
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
個
人
の
生
体
認
証
に
よ
っ
て
ア
プ
リ
を
起
動
さ
せ
る
、
情
報
を

分
散
保
存
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
採
用
す
る
、
デ
ー
タ
本
体
は

出
入
国
機
関
や
事
業
者
に
開
示
せ
ず
に
医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や

個
人
の
デ
バ
イ
ス
に
保
存
し
、
照
合
の
結
果
と
認
証
の
み
を
提
示
す

る
な
ど
の
手
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

格
差
や
人
権
と
の
折
り
合
い
は

　

ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
問
題
点
は
、社
会
的
な
側
面
に
も
あ
る
。

　

第
一
の
問
題
は
、
接
種
履
歴
等
を
要
件
に
行
動
規
制
を
緩
和
す
る

こ
と
に
伴
う
不
公
平
で
あ
る
。
現
状
、
ワ
ク
チ
ン
の
主
な
供
給
先
は

先
進
国
に
偏
り
、
途
上
国
に
お
け
る
接
種
実
績
は
極
め
て
低
調
で
あ

る
。
先
進
国
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
や
有
病
者
が
政
策
的
に
優
先
さ

れ
、
若
年
層
の
接
種
は
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
低
所
得
者
や
在

留
外
国
人
の
場
合
、
接
種
会
場
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
情
報
の
入
手

が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
手
段
が
確
保
で
き
な
い
等
の
問
題

が
あ
り
、
持
病
や
妊
娠
、
宗
教
的
信
条
な
ど
を
理
由
に
接
種
を
希
望

し
な
い
人
々
も
一
定
数
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
事
情
へ
の
配
慮
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
、Ｅ
Ｕ
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
代
わ
り
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
・

抗
原
検
査
の
陰
性
証
明
や
コ
ロ
ナ
罹
患
後
に
生
じ
る
抗
体
の
保
有
証

明
で
も
行
動
規
制
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
体
内
の
抗
体

は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
少
す
る
た
め
、
数
週
間
ご
と
に
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
問
題
が
残
る
。

　

第
二
の
問
題
は
、
本
人
の
意
向
に
か
か
わ
ら
ず
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
強
要
し
た
り
、
義
務
化
す
る
よ
う
な
動
き
で
あ
る
。
当
初
は
、
患

者
に
密
接
に
接
す
る
医
療
従
事
者
へ
義
務
付
け
る
国
が
見
ら
れ
た

が
、
間
も
な
く
こ
う
し
た
動
き
は
小
売
り
な
ど
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
業

に
も
波
及
し
た
。
そ
の
後
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
伴
い
、
グ
ー

グ
ル
や
フ
ォ
ー
ド
な
ど
の
世
界
的
企
業
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
雇
用
要

件
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
公
務
員
や
教
員
に
接
種
を
義
務
付
け

る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
医
療
従
事
者
や
教
職
員
、

従
業
員
が
雇
用
主
を
提
訴
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
抑
制
と
い
う
公
益
の
た
め
、
ど
の
程
度
個

人
の
自
由
や
自
己
決
定
権
の
侵
害
が
許
容
さ
れ
る
か
と
い
う
重
大
な

問
題
で
あ
り
、
各
国
で
議
論
が
続
い
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ

ン
政
権
は
、
当
初
は
若
年
層
が
反
発
す
る
と
の
理
由
で
ワ
ク
チ
ン
パ

ス
ポ
ー
ト
の
導
入
自
体
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
八
月
九
日
、
レ
ス
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ト
ラ
ン
や
商
業
施
設
を
利
用
す
る
一
般
市
民
に
も
接
種
履
歴
等
を
証

明
す
る
衛
生
パ
ス
の
提
示
を
義
務
付
け
る
方
針
に
転
じ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
各
地
で
数
週
間
に
わ
た
り
大
規
模
な
反
対
デ
モ
が
発
生
す
る

な
ど
、
社
会
の
分
断
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
対
応
と
今
後
の
方
向
性

　

わ
が
国
は
差
別
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
従
来
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
履

歴
等
の
活
用
に
消
極
的
で
あ
り
、
政
府
は
二
月
の
国
会
で
こ
の
見
解

を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、接
種
証
明
を
導
入
す
る
国
が
増
え
た
た
め
、

七
月
下
旬
、
旅
券
番
号
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
時
、
製
造
番
号
等
を
記

載
し
た
紙
ベ
ー
ス
の
日
本
版
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
に
踏
み

切
っ
た
。
も
っ
と
も
、
八
月
二
七
日
現
在
、
本
証
明
が
利
用
可
能
な

の
は
二
五
の
国
と
地
域
に
と
ど
ま
る
。
わ
が
国
か
ら
の
渡
航
時
に
の

み
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
が
適
用
さ
れ
、
相
手
国
か
ら
日
本
へ
の
入

国
時
に
は
検
疫
免
除
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た
め
で
、
今
後
は
日
本

側
の
検
疫
態
勢
の
見
直
し
も
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
紙
ベ
ー
ス
で

あ
る
た
め
、
出
入
国
手
続
き
を
迅
速
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
乏
し
く
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
務
で
あ
る
。

　

日
本
版
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
は
海
外
渡
航
目
的
に
限
定
さ
れ
、

国
内
利
用
に
つ
い
て
は
、
接
種
時
に
自
治
体
が
交
付
す
る
、
身
分
証

明
を
伴
わ
な
い
接
種
済
証
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
背
景

に
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
す
れ
ば
行
動
規
制
自
体
が
不
要
に
な
る
た

め
接
種
履
歴
等
を
活
用
す
る
場
面
は
生
じ
な
い
、
と
の
見
方
が
政
府

内
で
根
強
く
、
国
内
利
用
を
深
く
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
経
済
界
を
中
心
に
国
内
利
用
の
積
極
化

を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
る
。
経
団
連
は
六
月
に
公
表
し
た
要
望
書
に

お
い
て
、
優
待
・
割
引
、
国
内
移
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
優
先
入
場
、

介
護
・
医
療
施
設
で
の
面
会
解
禁
、
の
四
つ
の
場
面
で
接
種
証
明
を

活
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

海
外
で
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
国
内
利
用
が
急
拡
大
し
た
こ
と

も
あ
り
、
八
月
二
五
日
の
記
者
会
見
の
席
上
、
菅
首
相
は
接
種
履
歴

等
を
国
内
経
済
の
再
開
に
向
け
て
活
用
し
た
い
意
向
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
現

状
、
政
府
が
国
内
利
用
を
強
く
主
導
す
る
の
は
時
期
尚
早
と
思
わ
れ

る
。
今
後
は
、
非
接
種
者
へ
の
差
別
的
取
り
扱
い
を
避
け
つ
つ
消
費

や
移
動
の
活
発
化
を
促
す
と
と
も
に
、
消
極
層
の
接
種
意
欲
の
喚
起

に
も
寄
与
す
る
よ
う
、
適
切
な
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の
制
度
設
計

に
向
け
、
国
民
各
層
の
意
見
を
取
り
入
れ
つ
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
人
の
移
動
の
再
開
が
相
対
的
に
遅
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
の
現
状
を
踏
ま
え
、
近
隣
国
と
連
携
し
て
ワ
ク
チ
ン
パ
ス

ポ
ー
ト
の
仕
様
や
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
化
に
取
り
組
む
こ
と
も
、
極
め

て
重
要
な
課
題
と
思
わ
れ
る
。
●　
　
　
　




